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本日のキーワード

「ウェルビーイング」





ウェルビーイング

• 「幸せ」と「ウェルビーイング」との違い

• Happiness＝より短期的で個人的な状況評価・感情状態

• Well‐being＝より包括的で、個人のみならず

個人を取り巻く「場」が持続的に

よい状態であること

・身体的・精神的・社会的に良い状態にあること、短期的
な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来
にわたる持続的な幸福を含む概念（文部科学省）



現行の学習指導要領の理念として
「社会に開かれた教育課程」

次期学習指導要領（２０３０～）
「社会に開かれた教育課程」

＋
「個人と社会のウェルビーイング
の実現」





高野口小学校
学校運営協議会
について



学校運営協議会において校長として
優先的に向かっていること！

• ウェルビーイングな学校・地域・社会をつくる

ウェルビーイングの共創

• 児童の成長を願い、地域と連携・協働しながら目
指すべき学校教育の実現

教育目標「未来を創る子どもの育成」

• 当事者意識を醸成

合言葉は「Be the player」







ＣＳを成功させるためのポイント

• 校長の教育理念を明確にする

• 学校運営協議会と教職員・児童をつ
なぐ

• みんなに当事者意識を持ってもらう

• 子どもの変容を共有する

• 振り返りを行い持続させる



まずは
児童や先生に
顔と名前を
知ってもらう



みんなにアンケートを
取って考えています。
航空写真やタイムカプ
セル、記念ライブ等々

１５０周年に
「どんなことした
いの？」



学校運営協議会の更なる活性化をめ
ざして

１ 学校運営協議会のメンバー人選（バランス）

自走する学校運営協議会に

２ 教職員の意識改革（他人事から自分事へ）

やらされ感がなく参画できる

教職員全員が学校運営協議会の３部会に

入る



学校運営協議会３部会

・ふるさと学習支援

学校行事手伝い

・盆踊り練習会

ボッチャ体験会

・夏休み竹工作教室

冬の星座鑑賞会

地域貢献
部会

イベント
部会

自然環境
部会

Ｒ６年 Ｒ７年（150周年）

・記念式典計画・実施

・市制20周年記念

「高野口の魅力再発見
ウォーク＆コンサート」
企画・運営

・記念映像制作
タイムカプセル

記念品





教職員に大切にしてもらいたいこと

• みんなが役割を持ち、責任ある仕事に主体的に
取り組む

• 対話を大切に困り感を話し、自信をもって取り組
める心理的安全性を確保し、得意分野を生かし
様々な他者と協力する

• 豊かな発想（クリエイティブ）を持ち

ワクワクしながら取り組む



まとめ

子どもや地域住民が、豊かなつながりの
中で、楽しく学び成長することで、みんな
が持続的にウェルビーイングを実感できる
教育・学習活動をつくることがこれからの
学校の使命だと考えます。
そのためにもみんなが当事者意識を持っ
てクリエイティブにワクワクしながら自走す
る学校運営協議会が必要です。
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図１ 地域と学校の関係性モデル

学校と地域の相互信頼

兵庫教育大学教授 澤野幸司氏
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地域（学校運営協議会）と学校の関係性を可視化する



図２ 地域と学校の関係性レーダーチャート

地域の積極的関与

地域の中での学校重視

情報共有

学校地域活動

教育活動参加

学校地域信頼

地域に向けた組織体制

CSシステムへの態度

地域と学校の関係を俯瞰することで、より具体的な方向性を探る

５

４

３

２

１



地域と学校の関係性レーダーチャートの活用法

それぞれの地域や学校にどのような要素に強みがあり、どのような要素に弱みが
あるかを見える化します

関係形成期に関する視点
• 「地域の積極的関与」は、地域が学校に積極的にかかわることへの意識を問う

• 「地域の中での学校重視」は、地域と学校の連携の必要性や連携することで学校だ
けでなく地域にとってもメリットがあるという意識を問う

• 「情報共有」は、互いの活動の理解や浸透具合、学校評価の認知や肯定的な捉え
方を問う

• 「学校地域活動」は、実際にそれぞれのイベントや活動への参加の有無や意欲、協
力依頼への肯定的な態度を問う

• 「学校地域信頼」は、相互の親しみやすさ対話の日常化など、何でも話せる関係性
が構築されているかを問う

共同運営期に関する視点
• 「地域に向けた組織体制」は、学校や地域の意見や考えを集約し、共有する有形無
形のしくみや雰囲気が構築されているかを問う

• 「教育活動参加」は、いわゆる社会に開かれた教育課程にもつながる、地域の人材
や素材を活用した授業が展開されているか、そのことに地域の願いが反映されてい
るかを問う

• 「ＣＳシステムへの態度」は、学校運営協議会が担っている役割への肯定的な態度
を問う

地域住民であるあなたは・・・
教職員であるあなたは・・・

主語を で問う それぞれの平均値を比較する



ご清聴ありがとうございました


